
                                      学 校 通 信     令和６年７月１９日発行   第４号 

校訓 生き抜く力 ～ 見つめよ自己を 求めよ友を 惜しむな汗を ～ 

 

 

 

電話 (0859)82-1225  FAX (0859)82-1226  メール   nitinan-j@mailk.torikyo,ed.jp  文責 村上 伴樹 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

                 

    

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  視野を広げ、一つ深く考える力 

校長 見世 直樹 

  

１学期、モンゴルやシアトルの生徒と交流をしました。言葉や文化が違う生徒との交流は視野を広げたり、

物事を一つ深く考えたりすることにもつながっていくと感じました。 

色紙の折り方や独楽のまわし方など、どのようにし、どう言ったら、やり方が伝わり楽しんでもらえるのか、

日本人に話すときよりも一つ深く考えないといけなかったと思います。 

言葉が出てこなかった分も、ジェスチャーや顔の表情で伝えようとしていました。相手意識を持って一つ深

く考えた結果だと思います。 

また、そういった遊びを通して、好きなスポーツやアニメの話をしてみたり、メールのやりとりを約束して

みたりと、コミュニケーションが発展していました。人と出会い交流して、見える世界も広がったという生徒

もいました。 

機械が翻訳してくれるからそれを使えば良い、という考えもありますが、表情や口調、手の動きなどから感

じるものは翻訳機では出てこないものだと思います。自分の使える言葉で伝えようとする努力から身につく、

視野の広がりや思考力の深まりは必ずあります。 

私も若い頃パキスタンという国で３年間働いていましたが、現地の言葉を使うと、初めて会った人や買い物

の時に、人との距離が短くなるのを肌で感じました。また、車のトラブルがあった時、現地の事務の先生を通

訳で呼んだのですが、「あなたがあなたの英語でしゃべっている方が、相手に気持ちも伝わっていましたよ。」

と言われ、中学レベルの英語を自分なりに駆使すれば、気持ちも伝わるものだと、実感した事があります。 

一連の交流でも、自分の力で会話できて楽しかった、自分の英語が通じてうれしかった、と言う生徒もいま

した。日南中では、毎年、全員が英語検定を受けたり、国際交流があったりと、英語にチャレンジする大きな

機会があります。それに向けて、日々の英語の学習を更に目的意識を持って取り組んでいけると良いと思いま

す。もっと話せるように、自信を付けたい、という声があったように、これからも Let’s challenge English！ 

Let’s challenge communication！です。 

夏休みも、多文化（日本の文化ももちろん含みます）に触れ合うチャンスがあれば、ぜひ積極的に参加

して欲しいと思います。 

               ７月４日（木）にアメリカ合衆国シアトル市のケロッグミドルスクールか

ら、中学生 3５名、引率の先生５名が来てくれました。歓迎セレモニーでは、生徒有志による「日南神楽」を披

露し、記念撮影をしました。その後、学年ごとで交流を行い、１年生は夏祭りをテーマに屋台を、２年生はたこ

焼きパーティーを、３年生は折り紙を通して交流を深めました。５日（金）は、生徒が考えた給食を        

一緒に食べ、放課後には一緒に部活動を行い、交流を終えました。シアトルの中学生に対して、         

温かい関りや様々な交流がいろいろな                                                   

場面で見られ、日南中の生徒の関わり                                                                  

あう力のすばらしさを感じました。 

来年３月には、日南町からケロッ 

グミドルスクールへ交流に行く予定 

になっています。今後も充実した交流                                                にな

ることを期待します。 

シアトル中学生との交流 
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７月１６日（火）に『にちなん KKフェスタ』を行いました。「KK」とは、「心とからだのけんこう」の略称

で、生徒会の専門委員会を中心に、「健康の学習を通し、自分の身体に興味を持つ」、「全身の健康によい食生

活、生活行動を知る」ことを目的とした集会です。 

今年度も５つの専門委員会がテーマを設け、趣向を凝 

らしてブースを出しました。今年も小学生を招待して 

一緒に体験をしました。それぞれのブースでみんなが 

楽しみながら、健康について学べる機会になりました。 

これから夏休みに入りますが、健康に気をつけ、 

暑い夏を乗り越えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業中・８月の主な行事 

【高校見学・高校体験】 

 今年度も高校見学や高校体験が以下の日程

で実施されます。各校のホームページ等でも確

認し、忘れないよう参加しましょう。 

 

７月２５日（木）米子南 

  ２６日（金）米子東、米子南 

  ２７日（土）米子松蔭オープンスクール 

        米子北オープンスクール 

  ２９日（月）米子西、米子、鳥取中央育英 

  ３０日（火）境、米子、米子工 

  ３１日（水）日野 

８月 １日（木）境港総合、米子白鳳 

   ３日（土）米子松蔭オープンスクール 

        米子北オープンスクール 

   ６日（火）米子北オープンスクール 

        横田 

   ８日（木）米子北オープンスクール 

   ９日（金）米子高専オープンキャンパス 

  １０日（土）米子高専オープンキャンパス 

  １７日（土）米子北オープンスクール 

  １９日（月）米子北オープンスクール 

７月２０日（土）県総体 

～２１日（日）      

  ２８日（日）日野郡ＰＴＡ研究大会（日野学園） 

８月１３日（火）～１６日（金） 学校閉庁日 

２６日（月）２学期始業式 

  ２９日（木）３年学力診断テスト  

 

※９月７日（土）は体育祭を予定しています。 

 振替休業日は９日（月）になります。 

先日は、お忙しい中、学期末懇談にお越しいただきありがとうございました。１学期の学習や様々な活動

を振り返り、その成果や課題等についてお話をさせていただきました。計画をしっかりと立て、２学期につ

ながる充実した夏休みにしてほしいと思います。夏季休業中に何かありましたら、学校又は教育委員会にご

連絡ください。（学校：８２－１２２５ 教育委員会：８２－１１１８） 

ソフトテニス（鳥取市布勢） 

陸上（鳥取市布勢） 

７月９日（火）に１年生を対象に人権教育講演会

を実施しました。県教育委員会と連携した取り組み

で、今回は性的少数者やＬＧＢＴについて講演を聴

きました。ＳＯＧＩＥＳＣ（ソジークス）の話や自

分らしく生きる、ありのままの自分を受け入れる

等、いろんな人がいて当たり前であることを学びま

した。この世の中の全ての人々の人権が守られ、安

心して幸せな生活が送れるよう、今後も人権学習に

取り組んでいきたいと思います。 

・保健委員会「ぐっすり眠れて 

スッキリ目覚めるルーティーン！」 

・生活委員会「その時どうする？防災テクニック」 

・給食委員会「中学生クイズ IN日南」 

・図書委員会「おすすめ BOOKレビュー」 

・体育委員会「レッツ！ストレッチ！」 

 


